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大
震
災
以
降
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
飯
盛
信
男
二
年
前
に
発
表
し
た
著
作
『
日
本
経
済
の
再
生
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
一
四
年
、
青
木
書
店
）
は
こ
れ
ま
で
の
著
作
で
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
か
ん
す
る
理
論
、
実
証
、
政
策
三
面
に
わ
た
る
私
の
主
張
を
、
系
統
的
か
つ
簡
明
に
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
そ
の
後
の
展
開
を
二
〇
一
四
年
「
経
済
セ
ン
サ
ス
」
な
ど
を
も
と
に
分
析
し
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
中
央
集
中
、
民
営
化
と
規
模
拡
大
、
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
成
長
鈍
化
と
い
う
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
傾
向
が
、
現
在
で
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
も
く
じ
第
一
節
長
期
停
滞
の
な
か
で
の
中
央
集
中
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
（
1
）
人
口
と
雇
用
の
中
央
集
中
（
2
）
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
中
央
集
中
、
医
療
福
祉
の
首
都
圏
で
の
増
加
（
3
）
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
主
要
業
種
の
中
央
集
中
第
二
節
産
業
組
織
か
ら
み
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
変
化
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
経
営
組
織
別
・
規
模
別
構
造
の
変
化
（
2
）
各
業
種
で
の
経
営
組
織
別
・
規
模
別
構
成
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（
3
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
規
模
拡
大
と
零
細
経
営
の
淘
汰
（
4
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
第
三
節
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
景
気
下
支
え
（
1
）
景
気
連
動
型
と
な
っ
た
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
（
2
）
代
行
型
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
増
加
の
帰
結
第
一
節
長
期
停
滞
の
な
か
で
の
中
央
集
中
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
（
1
）
人
口
と
雇
用
の
中
央
集
中
一
九
九
〇
年
代
以
降
長
期
停
滞
の
な
か
で
人
口
の
中
央
集
中
が
続
き
、
二
一
世
紀
に
至
っ
て
集
中
は
強
ま
っ
て
い
る
。『
構
造
改
革
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
〇
七
年
、
青
木
書
店
）、『
日
本
経
済
の
再
生
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
一
四
年
、
青
木
書
店
）
で
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
産
業
空
洞
化
の
な
か
で
民
間
産
業
の
雇
用
拡
大
が
み
ら
れ
る
の
は
中
央
集
中
型
の
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
み
と
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
六
年
『
事
業
所
統
計
』
の
分
析
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
二
〇
一
四
年
『
経
済
セ
ン
サ
ス
』
の
検
討
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
八
年
世
界
同
時
不
況
、
二
〇
一
一
年
東
北
大
震
災
以
降
も
こ
の
流
れ
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
一
九
五
五
―
七
五
年
（
昭
和
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
）
の
高
度
成
長
期
に
首
都
圏
（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
）
の
人
口
は
一
五
四
二
万
人
（
対
全
国
比
一
七
・
一
％
）
か
ら
二
七
〇
四
万
人
（
二
四
・
二
％
）
へ
大
き
く
増
加
し
た
が
、
そ
の
後
の
成
長
鈍
化
で
一
九
八
〇
年
代
の
バ
ブ
ル
経
済
化
・
東
京
一
極
集
中
に
よ
っ
て
も
一
九
九
〇
年
の
首
都
圏
人
口
は
三
一
八
〇
万
人
（
二
五
・
七
％
）
へ
の
微
増
に
と
ど
ま
る
。
だ
が
そ
れ
以
降
は
低
成
長
、
人
口
停
滞
・
減
少
の
な
か
、
中
央
集
中
が
再
び
進
ん
だ
。
首
都
圏
人
口
は
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二
〇
〇
〇
年
三
三
四
二
万
人
、
二
〇
一
五
年
三
六
一
三
万
人
へ
増
加
し
た
の
に
対
し
、
首
都
圏
以
外
は
二
〇
〇
〇
年
九
三
五
一
万
人
か
ら
二
〇
一
五
年
九
〇
九
八
万
人
へ
減
少
し
た
。
首
都
圏
人
口
比
率
は
一
九
九
〇
年
二
五
・
七
％
、
二
〇
〇
〇
年
二
六
・
三
％
か
ら
二
〇
一
五
年
二
八
・
四
％
へ
高
ま
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
首
都
圏
集
中
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
〈
表
1
〉。
首
都
圏
へ
の
人
口
集
中
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
首
都
圏
へ
の
雇
用
集
中
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
就
業
人
口
は
一
九
九
〇
年
六
一
六
八
万
人
か
ら
二
〇
一
五
年
六
三
七
六
万
人
へ
二
〇
八
万
人
増
加
し
た
（
労
働
力
調
査
）。
主
要
業
種
の
推
移
を
み
れ
ば
、
一
次
産
業
は
四
三
九
万
人
か
ら
二
二
七
万
人
へ
二
一
二
万
人
の
大
幅
減
で
ほ
ぼ
半
減
と
な
っ
た
。
製
造
業
は
一
五
〇
五
万
人
か
ら
九
九
六
万
人
へ
五
〇
九
万
人
の
大
幅
減
、
建
設
業
は
五
八
四
万
人
か
ら
四
九
七
万
人
へ
八
七
万
人
減
、
商
業
は
一
三
七
〇
万
人
か
ら
一
三
六
六
万
人
へ
横
ば
い
の
な
か
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
み
が
一
三
八
九
万
人
か
ら
二
二
九
五
万
人
へ
九
〇
六
万
人
の
大
幅
増
で
あ
り
、
製
造
業
・
一
次
産
業
の
大
幅
減
、
建
設
業
で
の
減
少
を
サ
ー
ビ
ス
業
が
埋
め
合
わ
せ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
雇
用
の
推
移
を
「
事
業
所
統
計
」、「
経
済
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
っ
て
地
域
別
に
み
る
と
、
全
国
で
は
一
九
九
一
年
一
四
五
六
万
人
か
ら
二
〇
一
四
年
二
二
六
一
万
人
へ
八
〇
五
万
人
増
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
首
都
圏
が
四
一
八
万
人
か
ら
七
二
八
万
人
へ
三
一
〇
万
人
増
、
首
都
圏
以
外
は
一
〇
三
八
万
人
か
ら
一
五
三
三
万
人
へ
四
九
五
万
人
増
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
雇
用
に
占
め
る
首
都
圏
比
率
は
二
八
・
七
％
か
ら
三
二
・
二
％
へ
高
ま
っ
て
お
り
、
伸
び
率
は
首
都
圏
（
一
・
七
四
倍
）
が
そ
れ
以
外
（
一
・
四
八
倍
）
よ
り
も
大
き
い
。
し
か
も
サ
ー
ビ
ス
業
雇
用
の
首
都
圏
比
率
は
一
九
九
一
年
二
八
・
七
％
、
二
〇
〇
一
年
二
九
・
六
％
か
ら
二
〇
一
四
年
三
二
・
二
％
へ
と
二
〇
〇
一
年
以
降
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
以
前
は
大
分
類
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
に
一
括
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、（
Ｇ
）
情
報
通
信
、（
Ｌ
）
2015
12711
3613
（28．4）
9098
2000
12693
3342
（26．3）
9351
1990
12361
3180
（25．7）
9181
1975
11194
2704
（24．2）
8490
1955年
9008
1542
（17．1）
7466
全国
首都圏
その他地域
〈表1〉 高度成長期以降わが国人口の推移（万人）
「国勢調査」による
大震災以降のサービス産業
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研
究
、
専
門
技
術
サ
ー
ビ
ス
、（
Ｍ
）
宿
泊
・
飲
食
業
、（
Ｎ
）
生
活
関
連
・
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
、（
Ｏ
）
教
育
・
学
習
支
援
、（
Ｐ
）
医
療
福
祉
、（
Ｑ
）
複
合
サ
ー
ビ
ス
、（
Ｒ
）
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
Ｇ
に
属
す
る
通
信
と
Ｍ
に
属
す
る
飲
食
業
を
除
い
た
も
の
が
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
な
る
。
（
2
）
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
中
央
集
中
、
医
療
福
祉
の
首
都
圏
で
の
増
加
サ
ー
ビ
ス
業
の
な
か
で
最
大
の
成
長
分
野
は
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
と
医
療
福
祉
で
あ
る
。
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
は
中
央
集
中
型
で
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
と
り
わ
け
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
い
っ
そ
う
中
央
集
中
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
医
療
福
祉
は
も
と
も
と
地
方
型
で
あ
っ
た
が
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
首
都
圏
で
も
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
首
都
圏
で
の
伸
び
が
大
と
な
っ
て
い
る
。
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
雇
用
は
一
九
九
一
年
四
四
五
万
人
か
ら
二
〇
一
四
年
六
九
六
万
人
へ
二
五
一
万
人
増
加
、
一
・
五
七
倍
と
な
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
首
都
圏
の
雇
用
増
加
は
一
九
九
一
年
―
二
〇
〇
一
年
四
七
万
人
増
か
ら
二
〇
〇
一
年
―
一
四
年
九
三
万
人
増
（
一
五
九
万
人
↓
二
〇
六
万
人
↓
二
九
九
万
人
）
と
加
速
化
し
、
対
全
国
比
率
は
一
九
九
一
年
三
五
・
七
％
、
二
〇
〇
一
年
三
七
・
一
％
か
ら
二
〇
一
四
年
四
三
・
〇
％
へ
と
上
昇
し
た
。
首
都
圏
の
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
雇
用
は
こ
の
間
に
一
・
八
八
倍
に
急
増
し
た
が
、
首
都
圏
以
外
は
二
八
六
万
人
か
ら
三
九
八
万
人
へ
一
一
二
万
人
増
加
、
一
・
四
〇
倍
に
と
ど
ま
る
。
2014
2261
728
（32．2）
1533
696
299
（43．0）
398
793
203
（25．6）
590
2001
1758
520
（29．6）
1238
555
206
（37．1）
349
453
106
（23．4）
347
1991年
1456
418
（28．7）
1038
445
159
（35．7）
286
313
72
（23．0）
241
全国
首都圏
その他
全国
首都圏
その他
全国
首都圏
その他
サービス業
対企業サービス
医療福祉
〈表2〉 サービス業の従業者数推移（万人）
「事業所統計」「経済センサス」による
・対企業サービス…情報サービス・広告、専門・技術サービス、
放送、映像音声文字情報、協同組合、
自動車整備・機械修理、派遣、その他事業サービス
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な
お
医
療
福
祉
は
全
国
で
一
九
九
一
年
三
一
三
万
人
か
ら
二
〇
一
四
年
七
九
三
万
人
へ
四
八
〇
万
人
増
加
、
二
・
五
三
倍
で
あ
り
、
高
齢
者
比
率
が
高
か
っ
た
首
都
圏
以
外
で
は
二
四
一
万
人
か
ら
五
九
〇
万
人
へ
三
四
九
万
人
増
、
二
・
四
五
倍
と
な
っ
た
。
医
療
福
祉
で
は
首
都
圏
以
外
で
雇
用
吸
収
が
大
き
く
進
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
首
都
圏
で
も
二
〇
〇
一
年
以
降
は
高
齢
者
比
率
上
昇
に
よ
り
そ
の
増
加
が
大
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
―
一
四
年
の
首
都
圏
で
の
医
療
福
祉
雇
用
は
九
七
万
人
増
と
な
り
、
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
九
三
万
人
増
を
上
回
っ
た
。
医
療
福
祉
雇
用
に
占
め
る
首
都
圏
比
率
は
二
〇
〇
一
年
二
三
・
四
％
か
ら
一
四
年
二
五
・
六
％
へ
上
昇
し
た
。
高
度
成
長
期
に
は
製
造
業
を
含
む
主
要
産
業
の
首
都
圏
へ
の
集
中
が
進
み
、
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
に
は
金
融
保
険
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
の
首
都
圏
集
中
、
製
造
業
の
首
都
圏
以
外
へ
の
移
転
が
進
ん
だ
。
そ
し
て
九
〇
年
代
以
降
は
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
首
都
圏
集
中
が
進
ん
だ
〈
表
3
〉。
（
3
）
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
主
要
業
種
の
中
央
集
中
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
主
要
業
種
で
あ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
広
告
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
、
派
遣
・
そ
の
他
事
業
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
首
都
圏
へ
の
集
中
を
み
て
み
よ
う
〈
表
4
〉。
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
広
告
は
一
九
九
一
―
二
〇
一
四
年
に
全
国
で
八
二
万
人
か
ら
一
三
一
万
人
へ
四
九
万
人
増
加
、
一
・
六
倍
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
首
都
圏
の
比
率
が
五
七
％
（
四
七
万
人
）
か
ら
六
三
％
（
八
三
万
人
）
へ
高
ま
っ
た
。
と
り
わ
け
東
京
都
の
比
率
は
四
五
％
（
三
七
万
人
）
か
ら
五
二
％
（
六
八
万
人
）
へ
高
ま
っ
た
。
2014
6143
1840
（30．0）
919
192
（20．9）
151
57
（37．8）
2261
728
（32．2）
1991
5976
1653
（27．7）
1410
349
（24．8）
208
74
（35．5）
1456
418
（28．7）
1972
4211
1090
（25．9）
1334
355
（26．6）
142
44
（30．8）
760
190
（25．0）
1957年
2201
507
（23．0）
749
191
（25．5）
63
17
（27．4）
389
84
（21．5）
全国
首都圏
全国
首都圏
全国
首都圏
全国
首都圏
2次・3次
産業計
製造業
金融保険業
サービス業
〈表3〉 高度成長期以降首都圏従業者数の推移（万人）
「事業所統計」「経済センサス」による
大震災以降のサービス産業
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情
報
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
神
奈
川
県
も
一
割
近
く
を
占
め
て
き
た
。
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
は
大
都
市
型
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
中
枢
機
能
・
本
社
機
能
を
担
う
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
広
告
は
中
央
集
中
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
現
場
機
能
を
担
う
専
門
サ
ー
ビ
ス
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
、
派
遣
・
代
行
型
サ
ー
ビ
ス
は
大
都
市
型
で
は
あ
る
が
中
央
集
中
型
で
は
な
い
。
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
は
九
一
―
二
〇
一
四
年
に
全
国
で
一
一
四
万
人
か
ら
一
三
七
万
人
へ
一
・
二
倍
の
増
加
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
首
都
圏
比
率
は
三
四
％
（
三
九
万
人
）
か
ら
三
九
％
（
五
三
万
人
）
へ
上
昇
し
た
。
派
遣
・
そ
の
他
事
業
サ
ー
ビ
ス
は
九
一
―
二
〇
一
四
年
に
全
国
で
一
二
四
万
人
か
ら
三
三
二
万
人
へ
二
〇
八
万
人
増
加
、
二
・
七
倍
と
最
大
の
増
加
を
み
た
。
二
〇
〇
一
年
は
二
〇
一
万
人
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
増
加
が
著
し
い
。
首
都
圏
比
率
を
み
る
と
九
一
年
三
八
％
（
四
七
万
人
）
か
ら
二
〇
一
四
年
三
九
％
（
一
三
一
万
人
）
と
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
バ
ブ
ル
経
済
期
に
は
産
業
活
動
高
度
化
に
資
す
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
伸
び
た
が
、
産
業
空
洞
化
・
海
外
移
転
が
強
ま
っ
た
九
〇
年
代
以
降
は
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
で
も
人
件
費
削
減
を
担
う
派
遣
・
そ
の
他
派遣・その他事業サービス
2014
3323
1306
（39．3）
842
（25．3）
1991
1237
468
（37．8）
307
（24．8）
専門・技術サービス
2014
1373
529
（38．5）
359
（26．1）
1991
1139
390
（34．2）
273
（24．0）
情報サービス・広告
2014年
1309
829
（63．3）
676
（51．6）
1991年
818
467
（57．1）
365
（44．6）
全国
首都圏
うち
東京都
〈表4〉 対企業サービス主要業種従業者数の中央集中（千人）
「事業所統計」「経済センサス」による。
その他事業サービス
2014
981
420
（42．8）
270
（27．5）
2001
511
205
（40．1）
132
（25．8）
1991
441
182
（41．3）
127
（28．8）
警備業
2014
420
146
（34．8）
81
（19．3）
2001
308
93
（30．2）
47
（15．3）
1991
188
72
（38．3）
38
（20．2）
ビルメンテナンス
2014
975
368
（37．7）
229
（23．5）
2001
744
255
（34．3）
153
（20．6）
1991
523
181
（34．6）
119
（22．8）
派遣・職業紹介
2014年
948
372
（39．2）
262
（27．6）
2001年
453
226
（49．9）
190
（41．9）
1991年
85
33
（38．8）
23
（27．1）
全国
首都圏
うち
東京都
〈表5〉 派遣・その他事業サービス従業者数の中央集中（千人）
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事
業
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
伸
び
た
〈
表
5
〉。
そ
の
代
行
型
業
種
の
推
移
を
た
ち
い
っ
て
み
れ
ば
、
派
遣
・
職
業
紹
介
は
全
国
で
一
九
九
一
年
九
万
人
か
ら
二
〇
〇
一
年
四
五
万
人
、
一
四
年
九
五
万
人
へ
増
加
し
た
が
、
そ
の
う
ち
首
都
圏
は
三
九
％
か
ら
〇
一
年
五
〇
％
へ
上
昇
し
た
の
ち
一
四
年
に
は
三
九
％
へ
低
下
し
た
。
こ
れ
は
〇
一
年
以
降
製
造
業
へ
の
派
遣
が
増
加
し
、
派
遣
業
が
首
都
圏
以
外
へ
移
動
し
た
こ
と
に
よ
る
（
1
）
。
こ
れ
に
対
し
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
九
一
年
五
二
万
人
、
〇
一
年
七
四
万
人
か
ら
一
四
年
九
八
万
人
へ
、
警
備
業
は
九
一
年
一
九
万
人
か
ら
〇
一
年
三
一
万
人
、
一
四
年
四
二
万
人
へ
と
、
い
ず
れ
も
倍
増
し
た
の
で
あ
る
が
、
首
都
圏
比
率
は
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
三
五
％
、
三
四
％
か
ら
三
八
％
へ
、
警
備
業
は
三
八
％
、
三
〇
％
か
ら
三
五
％
へ
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
他
事
業
サ
ー
ビ
ス
も
九
一
年
四
四
万
人
、
〇
一
年
五
一
万
人
か
ら
一
四
年
九
八
万
人
へ
倍
増
で
あ
る
が
、
首
都
圏
比
率
は
四
一
％
、
四
〇
％
か
ら
四
三
％
へ
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
プ
ラ
ン
ト
洗
浄
、
集
金
取
立
、
メ
ー
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
看
板
、
各
種
請
負
な
ど
新
興
業
種
が
集
中
し
て
い
る
。
一
九
九
一
年
―
二
〇
一
四
年
に
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
は
首
都
圏
で
一
五
九
万
人
か
ら
二
九
九
万
人
へ
一
四
〇
万
人
増
加
し
た
が
、
首
都
圏
以
外
で
は
二
八
六
万
人
か
ら
三
九
八
万
人
へ
一
一
二
万
人
増
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
間
に
首
都
圏
比
率
は
三
五
・
七
％
か
ら
四
三
・
〇
％
へ
高
ま
っ
た
。
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
で
も
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
広
告
が
首
都
圏
で
四
七
万
人
か
ら
八
三
万
人
へ
三
六
万
人
増
に
対
し
、
首
都
圏
以
外
で
は
三
五
万
人
か
ら
四
八
万
人
へ
一
三
万
人
増
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
、
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
で
の
中
央
集
中
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
2
）
。
（
1
）
こ
の
こ
と
の
詳
細
な
検
討
は
、
加
茂
浩
靖
『
人
材
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
労
働
市
場
』（
二
〇
一
六
年
、
古
今
書
院
）
に
み
ら
れ
る
。
（
2
）
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
の
地
域
的
動
向
に
つ
い
て
は
、
加
藤
幸
治
『
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
時
代
の
地
域
構
造
』（
二
〇
一
一
年
、
日
本
経
済
評
論
社
）
が
詳
細
で
あ
る
。
な
お
、
林
上
『
都
市
サ
ー
ビ
ス
空
間
の
地
理
学
』（
二
〇
一
五
年
、
原
書
房
）
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
立
地
特
性
を
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
健
康
、
学
習
・
観
光
、
修
理
・
賃
貸
、
情
報
・
デ
ザ
イ
ン
、
生
活
・
文
化
関
連
に
区
分
し
て
類
型
化
・
分
析
し
て
い
る
。
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第
二
節
産
業
組
織
か
ら
み
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
変
化
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
経
営
組
織
別
・
規
模
別
構
造
の
変
化
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
国
公
営
、
民
間
非
営
利
団
体
、
大
企
業
、
中
小
企
業
、
自
営
業
が
並
存
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
教
育
、
医
療
福
祉
、
学
術
研
究
、
廃
棄
物
処
理
、
宗
教
、
各
種
団
体
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
国
公
営
、
民
間
非
営
利
団
体
が
中
心
で
あ
る
。
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
と
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
は
民
間
企
業
が
担
う
が
、
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
で
は
自
営
業
が
存
続
し
、
専
門
的
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
で
は
小
経
営
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
産
業
組
織
の
変
化
に
つ
い
て
、『
日
本
経
済
の
再
生
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
一
四
年
）
で
は
二
〇
〇
六
年
「
事
業
所
統
計
」
ま
で
を
対
象
と
し
た
分
析
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
、
二
〇
一
四
年
「
経
済
セ
ン
サ
ス
」
ま
で
を
対
象
と
し
た
分
析
を
示
し
て
い
る
〈
表
6
〉。
大
分
類
・
サ
ー
ビ
ス
業
従
業
者
の
う
ち
国
公
営
の
割
合
は
一
九
七
二
年
二
五
・
四
％
か
ら
九
一
年
一
七
・
九
％
へ
低
下
し
、
民
間
企
業
の
割
合
は
七
二
年
五
四
・
八
％
か
ら
九
一
年
六
〇
・
五
％
へ
上
昇
し
た
。
九
一
―
二
〇
一
四
年
に
は
国
公
立
機
関
の
独
法
化
を
も
含
め
て
民
間
非
営
利
団
体
従
業
者
が
二
一
・
六
％
か
ら
三
二
・
九
％
へ
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
、
国
公
営
は
九
一
年
一
七
・
九
％
か
ら
二
〇
一
四
年
一
〇
・
二
％
へ
低
下
し
た
。
民
間
企
業
従
業
者
は
七
二
年
四
二
六
万
人
か
ら
二
〇
一
四
年
一
二
八
八
万
人
へ
三
倍
化
し
た
が
、
そ
の
う
ち
大
企
業
（
従
業
者
五
〇
人
以
上
）
は
九
七
万
人
か
ら
五
三
三
万
人
へ
五
・
五
倍
に
2014年
2262（100．0）
231 （10．2）
743 （32．9）
1288 （56．9）
533 （41．4）
755 （58．6）
220 （9．7）
1991年
1462（100．0）
262 （17．9）
316 （21．6）
884 （60．5）
271 （30．7）
613 （69．3）
292 （20．0）
1972年
778（100．0）
198 （25．4）
154 （19．8）
426 （54．8）
97 （22．8）
329 （77．2）
218 （28．0）
従業者数
国公営
民間非営利団体
民間企業



大企業（50人以上）
中小企業（49人以下）
（うち個人企業）
〈表6〉 サービス業経営組織別従業者数推移（万人）
「事業所統計」「経済センサス」による。2014年は旧分類へ組替え。
佐賀大学経済論集 第49巻第3号
132
急
増
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
民
間
企
業
従
業
者
で
の
そ
の
ウ
エ
イ
ト
は
二
三
％
か
ら
四
一
％
へ
高
ま
っ
た
。
だ
が
中
小
企
業
も
七
二
年
三
二
九
万
人
か
ら
二
〇
一
四
年
七
五
五
万
人
へ
二
・
三
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
個
人
企
業
は
七
二
年
二
一
八
万
人
か
ら
八
六
年
二
九
六
万
人
ま
で
増
加
し
、
九
〇
年
代
以
降
は
減
少
し
た
が
二
〇
一
四
年
も
二
二
〇
万
人
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
の
サ
ー
ビ
ス
業
従
業
者
数
二
二
六
二
万
人
を
経
営
組
織
別
に
み
る
と
中
小
企
業
が
七
五
五
万
人
（
三
三
％
）
と
最
大
で
、
民
間
非
営
利
七
四
三
万
人
（
三
三
％
）
と
並
び
、
大
企
業
五
三
三
万
人
（
二
四
％
）、
国
公
営
二
三
一
万
人
（
一
〇
％
）
が
そ
れ
に
続
く
。
（
2
）
各
業
種
で
の
経
営
組
織
別
・
規
模
別
構
成
二
〇
一
四
年
「
経
済
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
業
従
業
者
の
経
営
組
織
別
・
規
模
別
構
成
を
新
・
産
業
大
分
類
ご
と
に
た
ち
い
っ
て
み
て
み
よ
う
〈
表
7
〉。
情
報
業
（
放
送
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
新
聞
・
出
版
、
映
画
ア
ニ
メ
制
作
、
広
告
制
作
）
は
民
間
企
業
分
野
で
七
割
が
大
企
業
に
属
す
る
。
研
究
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
、
技
術
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
研
究
は
国
公
営
・
民
間
非
営
利
が
中
心
で
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
は
民
間
企
業
が
担
い
、
そ
の
う
ち
四
割
近
く
は
大
企
業
に
属
す
る
が
六
割
以
上
は
中
小
企
業
に
属
し
個
人
企
業
も



うち
個人企業



46 （0）
98 （31）
38 （7）
189 （63）
65 （23）
174 （84）
145 （12）
755（220）
うち49人
以下企業
うち50人
以上企業
99
58
29
53
12
27
255
533
民間企業
145
156
67
242
77
201
400
1288
民間非営
利
3
23
2
9
103
518
19
66
743
国公営
10
1
3
134
74
9
231
従業者数
148
189
70
254
314
793
19
475
2262
情報業
研究、専門・技術サービス
宿泊業
生活・娯楽サービス
教育・学習支援
医療福祉
協同組合
他のサービス
サービス業計
〈表7〉 サービス業・大分類別の経営組織別従業者数（万人、2014年）
2014年「経済センサス」による。
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二
割
を
占
め
て
い
る
。
宿
泊
業
は
民
間
中
小
企
業
が
大
企
業
よ
り
も
多
い
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
・
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
は
民
間
産
業
分
野
で
あ
る
が
、
中
小
企
業
従
業
者
が
八
割
と
圧
倒
的
で
あ
り
零
細
な
個
人
企
業
が
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
教
育
・
学
習
支
援
の
う
ち
学
校
教
育
・
社
会
教
育
等
は
国
公
営
と
民
間
非
営
利
の
分
野
で
あ
る
が
、
民
間
学
習
支
援
（
個
人
教
授
所
、
学
習
塾
）
は
民
間
産
業
が
担
い
、二
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
自
営
業
の
分
野
で
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
個
人
経
営
は
三
割
ほ
ど
に
縮
小
し
七
割
は
会
社
経
営
で
チ
ェ
ー
ン
化
も
す
す
ん
で
い
る
。
医
療
福
祉
は
二
〇
〇
一
年
四
五
三
万
人
か
ら
一
四
年
七
九
三
万
人
へ
急
増
し
た
が
、
独
法
化
に
よ
っ
て
国
公
営
は
八
六
万
人
か
ら
七
四
万
人
へ
減
、
民
間
非
営
利
が
二
五
八
万
人
（
五
七
％
）
か
ら
五
一
八
万
人
（
六
五
％
）
へ
急
増
し
た
。
ま
た
、
会
社
経
営
が
老
人
福
祉
介
護
で
二
一
万
人
か
ら
一
一
七
万
人
へ
増
加
し
た
。
診
療
所
・
療
術
業
で
は
自
営
業
が
八
九
万
人
か
ら
八
四
万
人
と
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
。
協
同
組
合
は
す
べ
て
民
間
非
営
利
で
あ
る
。
他
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
廃
棄
物
処
理
、
宗
教
・
各
種
団
体
）
と
代
行
型
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
（
自
動
車
整
備
、
機
械
修
理
、
派
遣
、
ビ
ル
メ
ン
、
警
備
他
）
か
ら
な
る
が
、
前
者
は
民
間
非
営
利
団
体
、
後
者
は
民
間
大
企
業
六
割
強
・
中
小
企
業
四
割
弱
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
二
千
万
人
に
及
ぶ
非
正
規
雇
用
の
う
ち
四
割
強
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
し
て
お
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
拡
大
は
非
正
規
雇
用
の
急
増
を
含
ん
で
い
る
（
3
）
。
（
3
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
日
本
経
済
長
期
停
滞
の
な
か
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
拡
大
―
―
非
正
規
雇
用
増
大
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
」、『
経
済
』
二
〇
一
六
年
六
月
号
、
で
検
討
し
た
。
（
3
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
規
模
拡
大
と
零
細
経
営
の
淘
汰
筆
者
は
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』（
一
九
九
三
年
、
同
文
舘
）
以
来
、
一
九
八
九
年
、
九
四
年
、
九
九
年
、
二
〇
〇
四
年
に
実
施
さ
れ
た
『
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
』
の
売
上
高
数
値
に
も
と
づ
い
て
、
次
の
基
準
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
業
の
規
模
別
類
型
化
を
示
し
て
き
た
。
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・
大
企
業
型
…
…
従
業
者
一
〇
〇
人
以
上
事
業
所
の
売
上
高
シ
ェ
ア
六
割
以
上
。
・
大
企
業
・
中
小
企
業
並
存
型
…
…
一
〇
〇
人
以
上
事
業
所
の
売
上
高
シ
ェ
ア
四
割
以
上
六
割
未
満
。
・
中
堅
企
業
型
…
…
一
〇
〇
人
以
上
事
業
所
の
売
上
高
シ
ェ
ア
四
割
未
満
、
九
人
以
下
事
業
所
の
売
上
高
シ
ェ
ア
三
割
未
満
。
・
中
堅
企
業
・
小
企
業
併
存
型
…
…
一
〇
〇
人
以
上
事
業
所
の
売
上
高
シ
ェ
ア
四
割
未
満
、
九
人
以
下
事
業
所
の
売
上
高
シ
ェ
ア
三
割
以
上
五
割
未
満
。
・
小
企
業
型
…
…
九
人
以
下
事
業
所
の
売
上
高
シ
ェ
ア
五
割
以
上
。
『
日
本
経
済
の
再
生
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
一
四
年
・
青
木
書
店
）
で
は
、
二
〇
〇
四
年
「
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
」
ま
で
を
分
析
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
は
中
堅
企
業
・
小
企
業
併
存
型
が
最
多
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
に
は
中
堅
企
業
型
が
最
多
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
余
暇
関
連
の
う
ち
個
人
教
授
所
、
そ
の
他
物
品
賃
貸
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
他
）、
そ
の
他
娯
楽
（
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
他
）、
自
動
車
賃
貸
、
企
業
関
連
の
う
ち
機
械
修
理
、
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
、
そ
の
他
専
門
サ
ー
ビ
ス
（
コ
ン
サ
ル
、
通
訳
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
等
）は
中
堅
企
業
・
小
企
業
併
存
型
か
ら
中
堅
企
業
型
へ
上
昇
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
な
か
で
も
競
争
を
と
お
し
て
小
企
業
が
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
業
種
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
事
業
所
統
計
」
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
」
は
二
〇
〇
四
年
で
終
了
し
、
両
者
は
「
経
済
セ
ン
サ
ス
」
へ
と
統
合
さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
「
経
済
セ
ン
サ
ス
」
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
従
業
者
数
と
売
上
高
を
と
も
に
調
査
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年
に
中
堅
企
業
・
小
企
業
併
存
型
で
あ
っ
た
学
習
塾
・
速
記
入
力
複
写
も
二
〇
一
二
年
に
は
中
堅
企
業
型
と
な
り
、
〇
四
年
に
は
小
企
業
型
で
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
娯
楽
用
品
レ
ン
タ
ル
、
自
動
車
整
備
も
一
二
年
に
は
中
堅
企
業
・
小
企
業
併
存
型
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
小
企
業
の
淘
汰
は
自
営
業
の
淘
汰
と
中
堅
企
業
化
に
よ
る
非
正
規
雇
用
の
増
加
を
含
ん
で
い
る
。
現
在
で
は
九
人
以
下
事
業
所
が
売
上
高
シ
ェ
ア
五
割
を
こ
え
る
小
経
営
型
業
種
は
生
活
関
連
を
除
け
ば
法
務
会
計
等
資
格
職
種
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
誌
四
七
巻
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
の
拙
論
で
指
摘
し
た
。
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大
企
業
型
業
種
は
大
き
な
資
金
・
設
備
を
必
要
と
し
中
小
企
業
の
参
入
は
困
難
な
分
野
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
遊
園
地
、
放
送
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
映
画
制
作
、
広
告
、
警
備
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ホ
テ
ル
は
大
企
業
が
多
い
が
中
小
企
業
も
存
立
し
て
い
る
業
種
で
あ
る
。
放
送
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
広
告
、
映
画
制
作
な
ど
の
知
識
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
媒
体
に
対
象
化
さ
れ
流
通
可
能
で
あ
る
か
ら
全
国
市
場
・
世
界
市
場
に
展
開
可
能
で
大
企
業
中
心
と
な
る
（
4
）
。
遊
園
地
、
ホ
テ
ル
、
警
備
、
ビ
ル
メ
ン
は
需
要
の
大
都
市
集
中
が
大
企
業
の
存
立
を
可
能
と
し
た
。
生
産
と
消
費
の
同
時
性
を
特
徴
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
は
大
企
業
型
の
分
野
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
市
場
が
地
域
限
定
的
で
大
企
業
の
参
入
は
少
な
い
が
一
定
の
資
金
・
施
設
を
要
す
る
た
め
小
企
業
の
参
入
は
困
難
な
中
堅
企
業
型
の
業
種
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
（
4
）
知
識
・
情
報
産
業
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
・
半
沢
誠
司
『
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
―
―
テ
レ
ビ
・
ア
ニ
メ
ゲ
ー
ム
産
業
の
集
積
』（
二
〇
一
六
年
、
勁
草
書
房
）、
・
河
島
伸
子
編『
変
貌
す
る
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
』（
二
〇
一
三
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ『
新
・
ク
リ
エ
テ
ィ
ブ
資
本
論
』
（
二
〇
一
五
年
、
井
口
典
夫
訳
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）、
を
参
照
。
二
〇
一
四
年
の
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
成
立
を
受
け
一
五
年
以
降
『
小
規
模
企
業
白
書
』
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
、
技
術
・
技
能
に
依
拠
し
て
活
動
す
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
焦
点
を
あ
て
た
事
例
分
析
が
み
ら
れ
る
。
（
4
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
二
〇
〇
七
年
『
通
商
白
書
』
第
三
章
は
、
日
・
米
・
欧
の
比
較
を
も
と
に
、
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
低
生
産
性
の
原
因
を
、
Ｉ
Ｔ
資
本
蓄
積
と
り
わ
け
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
投
資
の
不
足
に
も
と
め
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
版
『
経
済
財
政
白
書
』
二
章
三
節
も
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
は
日
本
に
お
け
る
高
度
な
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
の
た
ち
お
く
れ
の
結
果
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
『
通
商
白
書
』
三
章
三
節
は
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
海
外
事
業
展
開
を
分
析
し
、
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
で
は
輸
出
額
÷
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
主
要
国
の
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な
か
で
最
低
の
二
％
に
と
ど
ま
り
、
ド
イ
ツ
と
比
し
て
法
務
・
会
計
・
研
究
開
発
な
ど
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
競
争
力
が
弱
い
と
指
摘
す
る
。
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
海
外
事
業
展
開
の
例
と
し
て
、
宅
配
便
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
、
外
食
産
業
、
教
育
、
ホ
テ
ル
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
米
国
で
は
多
国
籍
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
伴
い
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
特
許
、
コ
ン
サ
ル
、
法
務
・
会
計
な
ど
先
端
的
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
が
急
増
し
、
こ
れ
ら
分
野
で
は
圧
倒
的
な
国
際
競
争
力
を
も
ち
、
米
国
の
輸
出
額
の
三
分
の
一
が
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
強
い
競
争
力
は
巨
大
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
（
中
本
悟
編
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
』
二
〇
〇
七
年
・
日
本
評
論
社
、
六
・
七
章
）。
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
低
生
産
性
の
原
因
は
、
低
生
産
性
・
低
賃
金
の
代
行
型
部
門
が
大
き
く
伸
び
て
、
高
生
産
性
の
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
は
伸
び
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。
二
〇
一
三
年
版
『
通
商
白
書
』
二
章
三
節
で
は
、
九
〇
年
代
以
降
わ
が
国
経
済
の
長
期
停
滞
の
背
景
に
は
、
と
く
に
人
材
育
成
関
連
無
形
資
産
投
資
の
低
調
さ
に
よ
る
全
要
素
生
産
性
の
停
滞
が
あ
っ
た
、
と
認
め
て
い
る
（
5
）
。
だ
が
二
〇
一
五
年
『
経
済
財
政
白
書
』
三
章
一
節
で
は
、
日
本
経
済
の
生
産
性
を
高
め
て
ゆ
く
に
は
高
生
産
性
分
野
の
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
て
ゆ
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
個
別
産
業
に
お
け
る
生
産
性
を
高
め
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、
製
造
業
で
の
「
カ
イ
ゼ
ン
活
動
」
を
サ
ー
ビ
ス
業
へ
応
用
し
つ
つ
、
Ｉ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
と
い
っ
た
取
組
を
推
進
す
べ
し
と
述
べ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
は
企
業
間
の
生
産
性
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
生
産
性
の
高
い
企
業
の
手
法
を
他
の
企
業
が
学
ぶ
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
を
高
め
る
べ
し
と
す
る
森
川
正
之
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
分
析
―
―
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
よ
る
実
証
』（
二
〇
一
四
年
、
日
本
評
論
社
）
の
主
張
も
こ
の
立
場
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
主
張
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
産
出
額
増
大
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
効
率
化
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
零
細
経
営
の
淘
汰
、
高
生
産
性
企
業
の
シ
ェ
ア
拡
大
と
新
陳
代
謝
の
促
進
、
事
業
機
会
・
雇
用
機
会
の
減
少
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の
具
体
的
と
り
く
み
に
つ
い
て
は
、『
商
工
金
融
』
二
〇
一
六
年
二
月
号
で
、
旅
館
、
理
美
容
業
、
送
迎
バ
ス
、
訪
問
介
護
、
時
計
修
理
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
の
事
例
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
地
方
版
で
あ
る
地
方
創
生
政
策
の
な
か
で
の
人
口
三
〇
万
人
程
度
・
中
核
的
都
市
へ
の
人
口
集
積
誘
導
が
、
生
産
と
消
費
の
場
所
的
・
時
間
的
一
致
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
を
根
拠
に
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
に
有
効
で
あ
る
、
と
冨
山
和
彦
氏
、
森
川
正
之
氏
ら
は
説
い
て
い
る
（
6
）
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
効
率
化
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
り
、
過
疎
地
域
の
生
活
を
支
え
て
い
る
零
細
サ
ー
ビ
ス
業
の
役
割
を
理
解
し
て
い
な
い
。
（
5
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
日
・
米
間
比
較
に
つ
い
て
は
、
飯
盛
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
拡
大
と
雇
用
」、『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
二
〇
一
六
年
一
月
号
、
を
み
ら
れ
た
い
。
（
6
）
・
冨
山
和
彦
「
日
本
経
済
再
生
の
処
方
箋
」、『
学
士
会
会
報
』
二
〇
一
六
年
一
月
号
。
・
森
川
正
之
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
と
労
働
市
場
」、『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
二
〇
一
六
年
一
月
号
。
第
三
節
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
景
気
下
支
え
（
1
）
景
気
連
動
型
と
な
っ
た
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
『
日
本
経
済
の
再
生
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
一
四
年
）
で
は
、
鉱
工
業
生
産
指
数
と
三
次
産
業
活
動
指
数
の
フ
ォ
ロ
ー
に
よ
り
、
景
気
循
環
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
役
割
を
一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
を
対
象
に
検
討
し
た
。
本
章
で
は
そ
れ
に
続
く
二
〇
一
五
年
ま
で
を
検
討
対
象
と
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
新
興
業
種
を
多
く
含
む
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
が
ま
だ
急
成
長
を
た
ど
っ
て
い
た
一
九
七
〇
・
八
〇
年
代
に
は
景
気
下
支
え
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
九
〇
年
代
以
降
に
は
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
の
伸
び
の
鈍
化
に
よ
り
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
成
長
は
鈍
り
、
景
気
変
更
に
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
次
産
業
活
動
指
数
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
―
九
〇
年
の
二
〇
年
間
に
三
次
産
業
計
は
二
・
五
六
倍
、
サ
ー
ビ
ス
業
二
・
一
七
倍
と
な
り
、
鉱
工
業
生
産
の
二
・
二
二
倍
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
な
か
で
も
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
は
五
・
八
八
倍
と
大
き
な
伸
び
を
た
ど
り
、
七
四
・
七
五
年（
石
油
危
機
）、
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八
二
年
（
臨
調
行
革
）、
八
六
年
（
円
高
不
況
）
の
不
況
期
で
も
景
気
下
支
え
の
役
割
を
担
っ
た
（
飯
盛
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
』
二
〇
〇
四
年
、
三
章
）。
だ
が
九
〇
年
代
以
降
に
は
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
は
成
熟
産
業
と
な
り
、
九
〇
―
二
〇
一
五
年
の
二
五
年
間
の
伸
び
は
一
・
四
二
倍
に
と
ど
ま
り
、
景
気
変
動
に
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
鉱
工
業
生
産
が
低
下
し
た
九
二
年
・
九
三
年
（
バ
ブ
ル
崩
壊
）、
九
八
年
（
金
融
危
機
）、
二
〇
〇
一
年
・
〇
二
年
（
緊
縮
期
）
に
は
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
も
低
下
し
た
。
さ
ら
に
世
界
同
時
不
況
の
な
か
鉱
工
業
生
産
は
〇
八
年
・
〇
九
年
の
低
下
か
ら
一
〇
年
に
は
上
昇
に
転
じ
た
が
、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
は
〇
八
・
〇
九
・
一
〇
年
の
三
年
間
に
わ
た
っ
て
下
降
を
続
け
た
。
と
り
わ
け
主
要
業
種
で
あ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
リ
ー
ス
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
が
そ
う
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
の
大
震
災
を
経
た
一
五
年
を
世
界
同
時
不
況
直
前
の
〇
七
年
と
比
べ
る
と
鉱
工
業
生
産
は
〇
・
八
六
倍
、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
は
〇
・
九
三
倍
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
〈
表
8
〉。
（
2
）
代
行
型
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
増
加
の
帰
結
前
節
（
4
）
で
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
わ
が
国
が
長
期
停
滞
に
陥
っ
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
で
は
、
人
件
費
削
減
に
貢
献
す
る
代
行
型
業
種
（
派
遣
、
ビ
ル
メ
ン
、
警
備
）
が
大
き
く
伸
び
、
高
生
産
性
の
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
は
停
滞
し
た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
成
長
し
た
米
国
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
を
産
業
別
に
み
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
17
100
122
152
149
141
138
139
143
144
142
142
サ
ー
ビ
ス
業
46
100
114
132
128
123
121
121
124
127
128
129
第
三
次
産
業
活
動
指
数
39
100
115
123
122
116
117
117
119
120
120
121
鉱
工
業
生
産
指
数
45
100
100
109
106
82
96
93
94
93
95
94
1970
1990
2000
07
08
09
10
11
12
13
14
15
〈表8〉1970年代以降・各産業指数の推移
鉱工業生産指数、第3次産業活動指
数による。07年以降は旧分類に組替え
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は
製
造
業
主
導
で
あ
っ
た
が
、
九
〇
年
代
に
は
金
融
主
導
へ
の
転
換
が
み
ら
れ
、
二
一
世
紀
に
至
っ
て
は
情
報
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
生
産
性
の
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
が
リ
ー
ド
す
る
型
へ
の
転
換
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
〈
表
9
〉。
サ
ス
キ
ア
・
サ
ッ
セ
ン
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
』（
二
〇
〇
八
年
、
筑
摩
書
房
）
は
、
米
国
で
は
情
報
、
特
許
、
コ
ン
サ
ル
、
法
務
会
計
な
ど
専
門
サ
ー
ビ
ス
の
急
成
長
が
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
展
開
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
解
明
し
た
。
米
国
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
二
〇
〇
九
年
価
格
）
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
・
五
六
兆
ド
ル
か
ら
一
四
年
一
六
・
〇
九
兆
ド
ル
へ
三
・
五
三
兆
ド
ル
増
加
し
た
が
、
そ
の
間
に
サ
ー
ビ
ス
業
が
三
・
二
一
兆
ド
ル
か
ら
四
・
三
六
兆
ド
ル
へ
一
・
一
五
兆
ド
ル
増
加
で
金
融
保
険
不
動
産
の
増
加
〇
・
八
七
兆
ド
ル
を
上
回
り
、
製
造
業
の
増
加
は
〇
・
三
二
兆
ド
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
で
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
の
な
か
で
も
情
報
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
、
会
社
経
営
と
い
う
高
生
産
性
の
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
が
一
・
三
一
兆
ド
ル
か
ら
一
・
九
一
兆
ド
ル
へ
一
・
五
倍
近
く
、
〇
・
六
〇
兆
ド
ル
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
サ
ー
ビ
ス
業
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
〇
―
―
一
四
年
に
一
・
三
六
倍
（
三
・
二
一
兆
ド
ル
↓
四
・
三
六
兆
ド
ル
）
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
業
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
〇
―
―
一
四
年
に
一
・
一
五
倍
（
一
一
八
・
二
兆
円
↓
一
三
五
・
八
兆
円
、
二
〇
〇
五
年
価
格
）
に
と
ど
ま
っ
た
〈
表
10
〉。
（2009年価格）
2014年
16086
1924
3197
4356
1905
428
1133
344
＋3526
＋321
＋874
＋1148
＋600
2000年
12560
1603
2323
3208
1306
215
818
273
（1996年価格）
2000年
9224
1595
1810
1865
うち専門的サービス
情報（通信除く）





専門・技術サービス
会社経営
＋2516
＋493
＋559
＋503
1990年
6708
1102
1251
1362
（1987年価格）
1990年
4897
929
868
869
＋1121
＋204
＋175
＋260
1980年
3776
725
693
609
（1972年価格）
1980年
1474
351
238
189
＋737
＋179
＋135
＋105
1960年
737
172
103
84
全産業
製造業
金融保険
不動産
サービス
〈表9〉 アメリカ・実質GDPの産業別推移（10億ドル）
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こ
の
間
わ
が
国
サ
ー
ビ
ス
業
の
就
業
者
数
は
一
・
三
二
倍
（
一
七
〇
四
万
人
↓
二
二
五
〇
万
人
）
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
労
働
生
産
性
は
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
拡
大
が
低
生
産
性
の
代
行
型
業
種
を
中
心
に
す
す
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
わ
が
国
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
が
景
気
変
動
連
動
型
と
な
り
、
景
気
下
支
え
の
役
割
を
失
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
〇
年
四
一
・
四
兆
円
か
ら
世
界
同
時
不
況
直
前
〇
七
年
五
五
・
〇
兆
円
へ
伸
び
た
が
一
四
年
に
は
五
二
・
五
兆
円
へ
減
少
し
た
。
〇
七
年
以
降
サ
ー
ビ
ス
業
の
な
か
で
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
加
し
た
の
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
医
療
福
祉
部
門
の
伸
び
が
中
心
で
あ
る
。
最
後
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
日
本
と
米
国
の
サ
ー
ビ
ス
業
就
業
者
数
の
推
移
を
機
能
別
分
類
に
よ
っ
て
比
較
し
て
み
よ
う
〈
表
11
〉〈
表
12
〉。
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
二
五
年
間
の
サ
ー
ビ
ス
業
就
業
者
は
、
日
本
が
一
三
九
〇
万
人
か
ら
二
二
九
五
万
人
へ
一
・
六
五
倍
、
米
国
は
三
九
六
四
万
人
か
ら
六
四
五
六
万
人
へ
一
・
六
三
倍
で
雇
用
の
伸
び
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
は
日
本
が
四
六
五
万
人
か
ら
八
三
五
万
人
へ
一
・
八
〇
倍
、
米
国
が
一
一
六
六
万
人
か
ら
二
〇
七
八
万
人
へ
一
・
七
八
倍
で
雇
用
の
伸
び
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
を
産
業
活
動
高
度
化
に
資
す
る
高
生
産
性
・
高
賃
金
の
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
他
の
低
生
産
性
・
代
行
型
に
区
分
す
れ
ば
、
日
本
で
は
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
の
伸
び
は
一
・
六
〇
倍
と
低
く
、
逆
に
低
生
産
性
・
代
行
型
サ
ー
ビ
ス
の
伸
び
が
二
・
〇
〇
倍
と
高
い
。
こ
れ
に
対
し
米
国
で
は
高
生
産
性
の
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
が
二
・
三
一
倍
と
大
き
な
伸
び
で
、
そ
の
他
の
低
生
産
性
・
請
負
型
サ
ー
ビ
ス
は
一
・
三
六
倍
と
伸
び
は
小
さ
い
。
日
本
で
は
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
で
最
大
の
伸
び
と
な
っ
た
の
は
派
遣
、
ビ
ル
管
理
、
警
備
な
ど
の
「
そ
の
他
事
業
サ
ー
ビ
ス
」
2014年
538．2
109．0
135．8
30．4
52．5
52．9
2007年
524．3
110．9
135．0
31．6
55．0
48．4
2000年
478．2
95．9
118．2
33．4
41．4
43．4
GDP
製造業
サービス業
対個人サービス




対事業所サービス
公共サービス
〈表10〉 日本・実質GDPの産業別推移
（2005年価格、兆円）
「国民経済計算年報」による。
・公共サービスは政府、民間非営利含む
・対事業所サービスは情報・放送業含む
・対個人サービスは飲食業含む
大震災以降のサービス産業
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（
一
二
九
万
人
↓
三
八
一
万
人
、
三
倍
化
）
で
あ
っ
て
、
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
伸
び
が
大
で
あ
る
の
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
あ
り
し
か
も
そ
れ
は
二
〇
一
〇
年
以
降
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る
。
米
国
で
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
三
倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
法
務
会
計
、
コ
ン
サ
ル
、
特
許
、
研
究
開
発
、
建
築
工
学
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
な
る
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
が
三
四
〇
万
人
か
ら
七
七
〇
万
人
へ
二
・
三
倍
に
伸
び
て
ぶ
厚
い
集
積
と
な
っ
て
い
る
。
全
産
業
就
業
者
数
は
一
九
九
〇
―
二
〇
一
五
年
の
二
五
年
間
に
日
本
で
は
一
・
〇
三
倍
と
ほ
ぼ
横
ば
い
に
対
し
、
米
国
で
は
一
・
二
五
倍
に
伸
び
て
お
り
、
高
生
産
性
・
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
の
急
増
が
経
済
の
好
調
を
支
え
た
と
い
え
る
。
な
お
、
わ
が
国
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
就
業
者
は
一
1990－
2015
伸び（倍）
1．03
1．26
1．65
1．12
1．80
1．60
2．06
2．00
2．95
1．84
2．63
2015
6376
4654
2295
378
835
372
30
171
171
463
82
381
1082
225
774
83
2010
6257
4455
2091
385
753
353
33
158
162
400
91
309
953
218
653
82
2000
6303
4143
1704
371
608
295
29
117
149
313
100
213
724
224
427
73
1990年
6168
3692
1390
338
465
233
25
83
125
232
103
129
587
227
294
66
全産業
第3次産業
サービス業
対個人サービス
対企業サービス
専門的サービス
新聞出版映画制作
情報サービス広告放送
専門サービス
その他対企業サービス
自動車・機械修理、協同組合
その他事業サービス
公共サービス
教育・研究
医療福祉介護
各種団体・廃棄物処理
〈表11〉 日本のサービス業就業者数推移（万人）
1990年、2000年は「国勢調査」、2010年、15年は「労働力調査」
・対個人サービス…生活関連、宿泊、娯楽、学習支援
・専門サービス…法務財務会計、コンサル、デザイン、社会保険労務士
・その他事業サービス…ビルメン、警備、派遣、各種請負
佐賀大学経済論集 第49巻第3号
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九
九
〇
年
五
八
七
万
人
か
ら
二
〇
一
五
年
一
〇
八
二
万
人
へ
一
・
八
四
倍
に
増
加
し
、
そ
の
就
業
人
口
に
占
め
る
比
率
は
九
・
五
％
か
ら
一
七
・
〇
％
へ
上
昇
し
た
。
だ
が
先
進
諸
国
で
一
般
的
な
二
割
以
上
に
は
ま
だ
達
し
て
お
ら
ず
、
社
会
進
歩
の
指
標
と
み
な
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
た
ち
お
く
れ
は
い
ま
だ
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
医
療
福
祉
介
護
は
二
九
四
万
人
か
ら
七
七
四
万
人
へ
二
・
六
三
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
対
就
業
人
口
比
は
一
二
・
一
％
に
た
っ
し
て
お
り
、
米
国
の
一
三
・
五
％
に
近
づ
い
て
い
る
。
1990－
2015
伸び（倍）
1．25
1．40
1．63
1．31
1．78
2．31
2．99
2．28
1．36
1．63
1．60
1．78
2015年
14883
12022
6456
788
2078
1208
110
326
772
870
328
542
3590
1380
2008
202
2000年
13521
10261
5014
686
1526
838
83
278
477
688
249
439
2802
1109
1512
181
1990年
11867
8612
3964
601
1166
524
76
109
339
642
192
450
2197
863
1161
173
全産業
第3次産業
サービス業
対個人サービス
対企業サービス
専門的サービス
新聞出版映画制作
情報サービス・広告
法務会計専門・技術サービス
その他対企業サービス
ビル管理・警備、人材派遣
その他ビジネスサービス
公共サービス
教育
医療福祉
各種団体
〈表12〉 米国サービス業就業者数推移（万人）
Employment and Earnings.による。
・対個人サービス…娯楽、宿泊、生活関連、家事サービス
・専門・技術サービス…研究開発、建築工学デザイン、会社経営、コンサル
・その他ビジネスサービス…修理メンテナンス、造園、請負、ゴミ処理
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143
